
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
上

⑩
「
律
蔵
」
に
は
異

い
と
い
う
こ
と
、

先
に
筆
者
は
「
『
律
蔵
』
の
な
か
の
異
部
派
比
丘
」
な
る
論
文
（
「
大
倉
山
論
集
』
第
四
○
輯
平
成
八
年
一
二
月
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
こ

(3) (2)

そ
れ
は
異
な
る
部
派
に
所
属
す
る
比
丘
た
ち
が
何
等
か
の
理
由
に
よ
っ
て
共
住
し
、
あ
る
い
は
異
部
派
の
僧
院
に
長
期
的
に
滞
在

す
る
こ
と
が
｛
日
田
に
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
と
、
あ
る
い
は
反
対
に
そ
の
よ
う
な
可
能
性
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
記
述
さ

れ
る
必
一
安
性
も
な
か
っ
た
と
い
う
、
全
く
相
い
反
す
る
二
つ
の
推
測
を
許
す
と
い
う
こ
と
、

こ
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
の
ど
ち
ら
が
｛
具
実
で
あ
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、
中
国
僧
の
「
イ
ン
ド
旅
行
記
」
か
ら
、
お
そ
ら

く
そ
の
保
唖
侍
す
る
律
蔵
を
異
に
し
た
中
国
僧
た
ち
が
、
布
薩
や
自
窓
な
ど
の
僧
伽
行
事
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
か
を
調
査
す
る

こ
と
が
一
目
効
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、

「
律
蔵
」
に
は
異
な
る
部
派
に
所
属
す
る
、
異
な
る
律
蔵
を
保
持
し
た
と
考
え
ら
れ
る
比
丘
た
ち
に
関
す
る
記
述
は
全
く
存
在
し
な

「
法
顕
伝
」
な
ど
イ
ン
ド
旅
行
記
に
見
ら
れ
る
部
派
と
戒
律

は
じ
め
に

す
な
わ
ち
、

森
章
司
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で
あ
っ
た
。
本
稿
は
前
稿
か
ら
の
こ
う
し
た
課
題
に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
そ
の
結
論
は
別
稿
に
譲
り
、
こ

こ
で
は
「
法
顕
伝
」
な
ど
の
イ
ン
ド
旅
行
記
が
こ
の
よ
う
な
作
業
に
耐
え
得
る
ほ
ど
の
信
頼
度
を
有
す
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の

旅
行
記
が
信
頼
で
き
る
と
し
て
も
、
当
時
の
イ
ン
ド
の
仏
教
僧
た
ち
が
は
た
し
て
「
律
蔵
」
に
基
づ
い
て
教
団
を
運
営
し
、
生
活
を
し
て

い
た
か
が
問
題
と
な
る
の
で
、
こ
れ
を
検
証
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
準
備
作
業
に
止
め
た
い
。

さ
て
こ
こ
で
は
中
国
僧
の
イ
ン
ド
旅
行
記
と
し
て
、
左
記
の
資
料
を
用
い
る
。

東
晋
法
顕
記
「
高
僧
法
顕
伝
』
一
巻
大
正
五
一
。
以
下
『
法
顕
伝
』
と
略
称
す
る
。
（
な
お
こ
れ
は
「
仏
国
記
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
）

元
魏
楊
街
之
撰
『
洛
陽
伽
藍
記
巻
五
』
大
正
五
一
。
以
下
『
宋
雲
行
記
』
と
略
称
す
る
。

唐
玄
英
訳
・
熱
機
撰
『
大
唐
西
域
記
』
一
二
巻
、
大
正
五
一
。
以
下
『
西
域
記
』
と
略
称
す
る
。

唐
慧
立
本
・
彦
椋
菱
『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
’
○
巻
、
大
正
五
○
・
以
下
『
慈
恩
伝
』
と
略
称
す
る
。

唐
義
淨
撰
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
四
巻
、
大
正
五
四
。
以
下
『
寄
帰
伝
』
と
略
称
す
る
。

唐
義
淨
撰
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
二
巻
、
大
正
五
一
。
以
下
『
西
域
高
僧
伝
』
と
略
称
す
る
。

さ
て
、
上
記
の
旅
行
記
の
著
者
な
い
し
主
人
公
た
ち
は
下
記
の
よ
う
な
期
間
イ
ン
ド
に
滞
在
し
た
。

法
顕
隆
安
一
一
一
（
一
一
一
九
九
）
年
三
月
頃
長
安
出
発
義
煕
八
（
四
一
二
）
年
七
月
青
州
長
広
郡
帰
着

（
１
）

宋
雲
神
亀
一
工
（
五
一
八
）
年
一
一
月
出
発
正
光
二
（
五
二
一
）
年
二
月
帰
着

玄
葵
貞
観
三
（
六
二
九
）
年
八
月
長
安
出
発
同
一
九
（
六
四
五
）
年
正
月
帰
着

一
、
旅
行
記
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
・
南
海
諸
洲
の
戒
律
事
情
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義
淨
成
亨
二
（
六
七
一
）
年
一
一
月
広
州
発
永
昌
元
（
六
八
九
）
年
冬
帰
着

ま
た
義
淨
の
書
い
た
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
」
は
義
淨
が
イ
ン
ド
や
南
海
諸
洲
で
見
聞
し
た
人
々
の
こ
と
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
も
と
よ
り
義
淨
と
同
時
代
、
な
い
し
は
そ
れ
よ
り
も
少
し
前
の
人
た
ち
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
五
世
紀
の
初
め
か
ら
七
世
紀
の
終
わ
り
ま
で
の
、
ほ
ぼ
三
○
○
年
間
の
イ
ン
ド
の
事
情
を
知
ら
し
め
る
も

の
で
あ
り
、
前
稿
已
来
検
討
し
て
い
る
諸
部
派
の
僧
院
や
比
丘
た
ち
の
間
の
関
係
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
「
律
蔵
」
に
探
る
と
い
う
作
業

か
ら
し
て
み
る
と
、
時
代
的
に
か
な
り
下
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
存
の
律
蔵
は
例
え
ば
『
パ
ー
リ
』
律

な
ど
は
紀
元
前
一
世
紀
こ
ろ
に
は
成
立
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
他
の
漢
訳
律
も
根
本
説
一
切
有
部
律
を
除
い
て
は
五
世
紀
の
初
め
に
翻

訳
さ
れ
て
お
り
、
成
立
は
そ
れ
を
か
な
り
さ
か
の
ぼ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
上
記
の
よ
う
な
イ
ン
ド
旅
行
記
を
使
っ
て
、
上
述
の
よ
う
な
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
彼
等
が
イ
ン
ド
各
地
を
旅
行

し
た
と
き
、
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
前
に
成
立
し
て
い
た
は
ず
の
「
律
蔵
」
が
そ
の
ま
ま
保
持
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
と
に
僧
伽
が
運
営

さ
れ
、
比
丘
た
ち
が
生
活
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
上
記
の
イ
ン
ド
旅
行
記
に
直
接
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
な
記
述
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
間
接
的
な
状
況
的
証
拠

を
積
み
重
ね
る
し
か
方
法
は
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
彼
等
自
身
の
律
蔵
に
対
す
る
知
識
と
姿
勢
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。
も
し
彼
等
が
律
蔵
に
対
し
て
よ
い
加
減
な
知
識
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
等
の
旅
行
記
に
は
そ
れ
ほ
ど
正
確

な
戒
一
律
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
危
険
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
人
々
は
律
蔵
に
一
方
な
ら
ぬ
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
点
で
は
信
頼
を
し
て
も
よ
い
で
あ

ろ
う
。
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
こ
れ
を
明
確
に
物
語
る
。
上
記
旅
行
記
の
主
人
公
や
こ
れ
ら
に
登
場
す
る
人
物
を
中
心
に
こ
う
し

た
記
述
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
法
顕
は
、
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「
法
顕
本
心
欲
令
戒
律
流
通
漢
地
。
於
是
独
還
（
そ
し
て
翻
訳
し
た
こ

と
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
顕
は
律
蔵
を
求
め
て
イ
ン
ド
に
入
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
帰
国
し
て
か
ら
『
摩
訶
僧
祗
律
』
を
自
ら
翻
訳
し
た
の

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
法
顕
は
当
代
随
一
の
戒
律
学
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
義
淨
も
イ
ン
ド
渡
航
の
目
的
が
律
蔵
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
著
書
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
」
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
が

『
根
本
説
一
切
有
部
律
』
の
翻
訳
に
結
び
付
い
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
も
義
淨
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
な
り
に
信
頼
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
紹
介
さ
れ

る
求
法
僧
た
ち
の
話
の
真
偽
は
、
求
法
僧
た
ち
の
戒
律
に
関
す
る
態
度
に
も
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
例
え
ば
、

以
下
に
紹
介
す
る
僧
た
ち
は
戒
律
に
対
し
て
頗
る
厳
格
な
態
度
を
持
っ
て
い
た
。

（
５
）

到
東
印
度
耽
摩
立
底
国
、
住
経
一
一
一
年
学
梵
語
。
於
是
捨
戒
重
受
、
学
習
一
切
有
部
律
。

ま
た
『
法
顕
伝
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
道
整
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

道
淋
定
門
鮮
入
律
典
頗
鰭
、
遂
欲
尋
流
討
源
遠
遊
西
国
。

道
希
中
途
危
厄
恐
戒
検
難
護
遂
便
暫
捨
、
行
至
西
方
更
復
重
受
。

（
６
）

住
輸
婆
伴
梛
（
割
注
、
在
浬
薬
処
寺
名
也
）
専
功
律
蔵
。

（
７
）

「
法
顕
昔
在
長
安
慨
律
蔵
残
欠
、
於
是
遂
以
弘
始
二
年
歳
在
己
亥

「
法
顕
本
求
戒
律
、
而
北
天
竺
諸
国
皆
師
師
口
伝
無
本
可
写
。
是
一

祇
衆
律
。
仏
在
世
時
最
初
大
衆
所
行
也
。
於
祇
垣
精
舎
伝
其
本
。

但
此
最
。
是
声（
３
）

書
之
於
文
字
」

是
広
説
備
悉
者
。
復
得
一
部
抄
律
、

（
２
）

於
是
遂
以
副
飯
煽
二
荏
一
戚
在
己
亥
、
昼
慧
景
道
整
慧
応
慧
鬼
等
、
同
契
至
天
竺
雲
水
戒
律
」

国
磐
具
帥
師
口
伝
無
本
可
写
。
是
以
遠
渉
乃
至
中
天
竺
、
駿
此
摩
訶
桁
僧
伽
藍
得
一
郎
塞
坪
。
是
摩
訶
僧

可
七
千
偶
、
是
潤
劉
劉
潮
閨
、
即
此
秦
地
衆
僧
所
行
者
也
。
亦
皆
師
師
口
相
伝
授
不

（
４
） 創
斜
刊
川
部
各
有
師
資
、
太
帰
不
異
、
然
小
小
不
同
、
或
用
開
塞

（
８
）
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「
法
師
年
満
二
十
、
即
以
武
徳
五
年
於
成
都
受
具
。
坐
夏
学
律
、
五
篇
七
聚
之
宗
一
遍
斯
得
」

と
さ
れ
て
い
る
し
、
玄
葵
が
将
来
し
た
と
さ
れ
る
文
献
を
『
西
域
記
』
や
『
慈
恩
伝
』
は
、
「
律
」
を
含
め
た
上
座
部
・
大
衆
部
・
三
弥
底

（
旧
）

部
・
弥
沙
塞
部
・
迦
葉
臂
耶
部
。
法
密
部
。
説
一
切
有
部
の
「
経
律
華
輌
」
と
す
る
か
ら
、
律
の
文
献
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え

な
い
。
た
だ
こ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
経
律
論
」
と
い
う
用
語
は
、
形
式
的
に
「
仏
典
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、

ま
た
翻
訳
し
た
も
の
の
な
か
に
は
律
文
献
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
玄
癸
は
比
較
的
戒
律
に
関
す
る
関
心
は
薄
か
っ
た
と
想
像

さ
れ
る
が
、
律
に
関
す
る
熱
意
や
知
識
が
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
上
記
の
イ
ン
ド
旅
行
記
を
著
し
、
ま
た
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
る
中
国
僧
た
ち
は
慨
し
て
津
蔵
に
對
す
る
大
小
は
る
均
、

道
宏
既
至
仏
逝

彼
等
に
反
し
て
、
イ

ま
た
次
の
僧
た
ち
は
律
蔵
を
求
め
て
イ
ン
ド
に
入
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

智
弘
到
大
覚
寺
住
経
二
載
、
１
１
山
調
閉
園
習
轟
醒
礫
。

貞
固
貞
固
遂
於
三
蔵
道
場
敷
揚
律
教
、

無
行
後
向
那
燗
陀
－
－
探
求
律
典
。

於
那
燗
陀
寺
１
－
復
就
名
徳
重
洗
律
儀
１
－
習
徳
光
律
師
開
製
創
綱
○

Ｉ
●

玄
照
沈
情
倶
舎
既
解
対
法
、
清
想
律
儀
両
教
斯
明
。

阿
難
耶
敬
摩
住
那
燗
陀
寺
多
閑
律
論
抄
写
衆
経
。

道
整
道
整
既
到
中
国
、
見
沙
門
法
則
衆

（
Ⅲ
）

沙
塞
部
・
迦
葉
臂
耶
部
。
法
密
部
。
説
一
切
有
鼎
印
の
「
窪
津
諭
」
と
す
る
か
ら
、
律
の
文
献
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え

た
だ
こ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
経
律
論
」
と
い
う
用
語
は
、
形
式
的
に
「
仏
典
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、

訳
し
た
も
の
の
な
か
に
は
律
文
献
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
玄
癸
は
比
鍍
萌
戒
律
に
関
す
る
関
心
は
薄
か
っ
た
と
想
像

が
、
律
に
関
す
る
熱
意
や
知
識
が
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

の
よ
う
に
、
上
記
の
イ
ン
ド
旅
行
記
を
著
し
、
ま
た
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
る
中
国
僧
た
ち
は
概
し
て
律
蔵
に
関
す
る
大
い
な
る
関
心

（
９
）

辺
地
、
故
遂
停
不
帰
。

イ
ン
ド
へ
の
旅
の
直
接
の
動
機
が
必
ず
し
も
律
に
は
な
か
っ
た
玄
美
も
、

拝
蔵
、
随
訳
随
写
伝
燈
是
望
、
重
螢
戒
珠
腫
所
炊
司
。

（
応
）

未
終
一
二
載
津
一
惠
身
亡
。

僧
威
儀
・
触
事
可
観
、
乃
追
歎
秦
土
辺
地
衆
僧
戒
律
残
欠
１

（
Ⅲ
）

（
Ⅲ
）

、
誓
言
自
今
已
去
至
得
仏
願
不
生
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と
厳
格
な
態
度
を
保
持
し
て
い
た
。
し
か
も
律
蔵
は
『
十
調
律
』
を
始
め
と
し
て
、
『
四
分
律
』
・
『
摩
訶
僧
祇
律
』
・
『
五
分
律
』
な
ど
は
す

で
に
五
冊
絶
の
初
め
（
四
○
六
～
四
二
四
）
に
は
翻
訳
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
『
摩
訶
僧
祇
律
』
の
翻
訳
に
従
事
し
た
法
顕
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
他
の
人
び
と
も
こ
れ
ら
の
全
て
を
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
は
兎
も
角
と
し
て
、
そ
の
戒
律
に
対
す
る
関
心
と
意
欲
か
ら
考
え
れ

ば
、
律
蔵
に
関
す
る
充
分
な
知
識
を
持
ち
得
る
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
決
し
て
的
外
れ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
等
は
そ
れ
で

も
な
お
、
現
地
に
お
い
て
戒
律
の
実
際
を
体
験
し
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
等
の
イ
ン
ド
に

お
け
る
律
に
関
す
る
情
報
は
充
分
以
上
に
信
頼
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
律
蔵
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
と
、
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
持
っ
て
い
た
そ
の
彼
等
が
見
た
イ
ン
ド
に
お
け
る
戒
律
の
状
況
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
等
が
記
す
イ
ン
ド
に
お
け
る
戒
律
の
状
況
か
ら
、
先
に
述
べ
た
問
題
を
探
求
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
彼
等
が
イ
ン
ド
を
旅
行
し
た
と
き
、
イ
ン
ド
の
僧
た
ち
は
厳
密
に
律
蔵
に
し
た
が
っ
て
僧
伽
を
運

営
し
て
お
り
、
律
蔵
に
し
た
が
っ
た
生
活
を
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
彼
等
は
以
下
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
当
時
の
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
戒
律
が
充
分

に
保
存
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
い
て
、
筆
者
里
〃
法
論
が
充
分
蓋
然
性
の
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
記
に
は
、
印
度
や
西
域
各
地
の
戒
律
の
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
。
都
市
・
寺
院
を
単
位
と
し
て
そ
の
記

述
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
本
項
は
印
度
・
西
域
に
お
け
る
戒
律
の
状
況
を
紹
介
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
旅
行

記
に
記
さ
れ
た
国
が
ど
こ
に
当
た
る
の
か
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
は
一
切
省
略
し
、
ま
た
用
語
の
統
一
も
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
順

序
は
で
き
る
だ
け
、
西
域
几
聖
印
度
・
東
印
璽
度
・
南
印
駝
度
・
西
印
４
度
・
南
海
諸
洲
の
順
に
な
る
よ
う
配
慮
し
た
が
、
必
ず
し
も
完
全
な
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。
ま
ず
『
法
顕
伝
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

偽
夷
国
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と
す
る
。

恩
伝
』
は

迦
湿
弥
羅
国

屈
支
国

阿
耆
尼
国

烏
場
国

城
北
有
陀
羅
寺
１
－
宋
雲
恵
生
見
彼
比
丘
戒
行
精
苦
、
観
其
風
範
特
加
恭
敬
、

ま
た
『
西
域
記
』
は
印
度
の
全
般
的
状
況
と
し
て
、

「
罹
答
犯
律
僧
中
科
罰
・
軽
則
衆
命
訶
責
、
次
又
衆
不
与
語
、
重
乃
衆
不
共
住
、

仏
得
道
処
有
三
僧
伽
藍
、
皆
有
僧
住
。

『
宋
雲
行
記
」
は

到
烏
夷
国
、

仏
陀
成
道
地

上
自
君
王
下
至
士
庶
、
損
廃
俗
務
奉
持
斎
戒
、

（
路
）

阿
薑
猷
伽
藍
ｌ
僧
徒
爾
穆
精
勤
匪
怠
．

有
二
伽
藍
ｌ
、
僧
徒
清
斎
議
為
勤
励

Ｉ
（
別
）

譽
十
棗
僧
徒
二
棗
書
家
乘
教
説
一
切
臺
棚
…
燦
…
然
食
雑
三
瀞
篝
漸
藝
．

（
躯
）

旅
銀
辛
或
返
初
服
」

６

罪
を
犯
し
た
比
丘
は
、
律
蔵
の
頻
壁
正
ど
お
り
に
僧
残
や
波
》
壁
夷
に
処
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
『
西
域
記
』
や
『
慈
毛

（
川
）
１

－
－
－
皆
小
乘
学
、
法
則
斉
整
。

（
別
）

欣
律
厳
峻
威
儀
坐
起
入
衆
之
法
、
仏
在
世
時
空
塵

（
配
）

受
経
聴
法
。

（
別
）

遂
捨
奴
蝉
二
人
、
以
供
漉
掃
。

不
共
住
者
斥
描
不
歯
、
出
一
住
処
、
措
身
無
所
、
覇

０



と
す
る
。

ま
た
『
西
域
高
僧
伝
』
に
は
、
那
燗
陀
寺
が

（
別
）

此
之
寺
制
理
極
厳
峻
、
毎
半
月
令
典
事
佐
史
巡
房
読
制
、
衆
僧
名
字
不
貫
王
籍
、
其
有
犯
者
猟
鞄
治
罰
○

大
覚
東
北
両
駅
許
有
寺
名
屈
録
迦
。
即
是
南
方
屈
録
迦
国
王
昔
所
造
也
。
寺
錐
貧
素
而
戒
行
清
厳
。

と
さ
れ
、
ま
た
例
え
ば
僧
伽
運
営
の
方
法
は
、

（
鋼
）

「
衆
僧
有
事
集
衆
平
章
令
其
護
寺
、
巡
行
生
ロ
白
一
一
人
前
皆
須
合
掌
各
伸
其
事
。
若
－
人
不
許
則
事
不
得
成
」

と
さ
れ
て
い
て
、
律
蔵
に
の
っ
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
直
接
的
な
記
述
で
は
な
い
が
、
そ
こ
か
ら
戒
律
が
厳
密
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
記
述
も
あ
る
。
『
法
顕
伝
』
は
中
印

度
の
全
般
的
な
状
況
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
自
仏
般
泥
恒
後
、
諸
国
王
長
者
居
士
為
衆
僧
起
精
舎
、
供
給
田
宅
園
圃
、
民
戸
牛
積
鉄
券
書
録
。
後
王
王
相
伝
無
敢
廃
者
、
至
今
不

薩
他
泥
湿
伐
羅
国

（
魂
）

倶
昏
蕾
伽
藍
ｌ
僧
徒
清
廟
威
儀
閑
雅
．

褐
若
鞠
闇
国

那
燗
陀
寺

（
卵
）

僧
徒
数
千
並
俊
才
蟇
也
・
Ｉ
齋
團
創
鬮
鼠
．

彼
僧
称
法
師
者
高
行
之
人
、
戒
禁
淳
潔
思
理
掩
深
（
僧
称
法
師
は
玄
契
の
学
ん
だ
師
で
あ
詮
趣

Ｉ

若
戒
行
貞
固
道
徳
淳
遼
、
推
昇
師
子
之
座
、
王
親
受
法
。
戒
錐
清
浄
学
無
稽
古
、
但
加
敬
礼
示
有
尊
崇
。
律
儀
無
紀
穣
徳
已
彰
、
駆

（
四
）

出
国
境
不
願
聞
見
。
（
こ
の
記
事
は
近
い
過
去
の
話
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
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寂
然
器
鉢
無
声
。
浄
人
益
食
不
得
相
喚
、
但
以
手
指
磨
」

と
し
、
律
に
従
っ
て
敬
虐
な
態
度
で
修
行
が
続
け
ら
れ
て
い
た
様
子
が
坊
佛
と
さ
れ
る
。

『
西
域
記
』
や
『
慈
恩
伝
』
は
烏
仗
那
国
の
項
で
は
、

乗
比
丘
皆
宗
仰
焉
。
」

と
し
、
ま
た
干
聞
ヨ
ヘ
コ

絶
。
衆
僧
住
止
房
舎
、
床
暮
飲
食
衣
服
都
無
閾
乏
。
処
処
皆
爾
。
１
－
客
僧
往
到
旧
僧
迎
逆
、
代
担
衣
鉢
袷
洗
足
水
塗
足
油
与
非
時

（
別
）

漿
。
須
奥
息
已
復
問
其
臘
数
、
次
第
得
房
舎
臥
具
」

（
茄
）

こ
れ
は
「
儀
法
鍵
度
」
に
規
定
さ
れ
る
客
僧
の
も
て
な
し
の
法
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
『
南
海
寄
帰
伝
』
は
そ
も
そ
も
「
凡
そ
此
れ
に
録
す
る
所
は
並
び
に
西
方
の
師
資
の
現
に
行
ず
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
著
す
こ
と
は

聖
言
に
在
り
て
是
れ
私
意
に
非
廷
錘
」
と
い
う
よ
う
に
、
イ
ン
ド
南
海
諸
洲
の
仏
教
が
律
蔵
（
と
く
に
根
本
説
一
切
有
部
律
）
に
し
た
が
っ
て

爾
爾
と
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
一
書
か
ら
し
て
も
義
淨
当
時
の
イ
ン
ド
南
海
諸
洲
が
律
に
し
た
が
っ
て
運
営

１
タ
リ
プ
ト
ラ
）
の
項
に

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

以
上
は
主
に
小
乘
教
徒
た
ち
が
戒
律
に
従
っ
て
整
然
と
僧
伽
を
運
営
し
、
生
活
を
侍
し
て
い
た
こ
と
を
記
録
す
る
文
章
を
紹
介
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
大
乗
教
徒
た
ち
も
厳
格
に
律
を
守
っ
て
い
た
こ
と
は
次
の
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
。
『
法
顕
伝
』
に
は
、
巴
連
弗
邑
（
パ

酉
域
記
』
や
『
慈
恩
伝
』
は
烏
仗
那
国
の
項
で
は
、

ｌ

「
並
学
大
乗
寂
定
為
業
、
１
１
蜘
伺
澗
鬮
特
閑
錘
彌
。

、
ま
た
干
関
国
９
１
夕
ど
の
項
で
は
、

「
国
主
安
頓
供
給
法
顕
等
於
僧
伽
藍
。
僧
伽
藍
名
題
摩
帝
、
是
大
乗
寺
。
Ｉ

「
亦
有
小
乘
寺
鐵
ロ
六
七
百
僧
衆
、
威
儀
開
閉
可
観
。
四
方
高
徳
沙
門
及
学
問
人
、
欲
求
義
譽
詣
此
寺
。
－
１
国
内
大
徳
沙
門
諸
大
Ｉ

但
以
手
撞
鰯
」律
儀
伝
訓
有
五
部
焉
。
一
法
密
部
、
二
化
地
部
、

三
千
僧
共
鍵
槌
食
。
人
食
堂
時
威
儀
斉
胴
伽
痢
而
坐
。
引
切

三
飲
光
部
、
四
説
一
切
有
部
、

5８



と
し
、
吠
舎
適
国
（
ヴ
ァ
ィ
シ
ャ
ー
リ
Ｉ
）
の
項
で
は
、（
杣
）

「
湿
吠
多
補
躍
麓
頂
伽
藍
１
－
山
僧
衆
清
爾
並
挙
１
大
乗
」

と
し
、
仏
陀
成
道
地
の
摩
訶
菩
提
僧
伽
藍
は

Ｉ
‐
Ｉ
蝋

「
僧
律
座
臓
千
人
、
晋
署
Ｔ
大
乗
上
座
部
法
、
律
儀
塗
倶
珊
戒
行
貞
明
」

で
あ
っ
た
と
し
、
僧
伽
羅
国
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
の
項
で
は

「
伽
藍
数
百
所
、
僧
庄
一
一
万
余
人
。
遵
行
大
乗
上
座
部
法
。
〃
蛉
叡
至
後
二
百
余
年
各
掴
専
門
、
分
成
一
一
部
。
一
日
摩
訶
毘
訶
羅
圧
蔀
ぺ

（
岨
）

斥
大
乗
習
小
教
。
一
一
日
阿
駁
邪
祇
麓
住
釦
飛
学
兼
一
一
乗
弘
演
一
一
一
蔵
。
僧
徒
乃
戒
行
貞
潔
定
慧
凝
明
、
儀
舞
麺
可
師
済
済
如
也
。
」

１
Ｉ
鰯

「
建
立
伽
藍
、
見
百
余
所
、
僧
徒
万
人
、
遵
行
大
乗
及
上
座
部
教
。
“
硬
庄
爾
塑
鯵
戒
節
貞
明
、
相
勗
無
怠
」

と
す
る
。

ま
た

（
“
）

「
者
共
致
也
、
則
律
検
不
砂
ぺ
斉
制
五
篇
通
修
四
諦
、
若
礼
菩
薩
読
大
乗
経
、
名
之
為
大
、
不
行
峠
馴
事
号
之
為
小
」

と
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
彼
等
大
乗
教
徒
は
小
乗
の
律
を
保
つ
と
共
に
、
大
垂
傘
泄
を
も
併
せ
て
哩
延
符
し
よ
う
と
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
肉
食
に
関
す
る

『
西
域
記
』
の
次
の
記
述
で
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
僧
訶
補
羅
国
（
シ
ン
ハ
プ
ラ
）
の
項
で
は

（
帽
）

「
至
孤
山
、
中
有
伽
藍
、
僧
徒
二
百
今
十
八
、
並
学
大
乗
法
教
１
－
－
令
不
食
肉
Ｂ
」

と
し
、
鶏
若
鞠
闇
那
（
カ
ー
ニ
ャ
ク
プ
ジ
ャ
）
の
項
で
は
、

（
鮒
）

「
伽
藍
百
余
所
、
僧
徒
万
余
人
、
大
小
二
季
霊
功
習
学
。
」

（
胡
〉
’五
大
衆
部
。
」

『
南
海
寄
帰
伝
』
が
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と
し
て
い
る
。
『
慈
恩
伝
』
も
ま
た
、
摩
臘
婆
国
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
１
通

「
無
損
蚊
蟻
之
形
、
毎
象
馬
飲
水
漉
而
後
飲
。
恐
害
水
居
之
命
也
。
差
至
国
人
亦
令
断
殺
。
」

以
上
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
当
時
の
僧
院
や
僧
尼
た
ち
が
厳
密
に
戒
律
を
保
持
し
て
い
た
と
い
う
記
録
に
対
し
て
、
戒
行
が
乱
れ
て
い
る

と
い
う
記
述
も
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
ご
く
少
数
で
、
『
西
域
記
』
鉢
露
羅
国
の

（
皿
）

「
伽
藍
数
百
所
、
僧
徒
数
千
人
、
学
無
専
習
戒
行
多
濫
」

と
い
う
記
述
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
「
学
無
専
習
」
と
す
る
よ
う
に
、
仏
教
そ
の
も
の
が
乱
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
戒
律
を
軽

視
す
る
一
派
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

ま
た
次
の
『
西
域
記
』
の
信
度
国
ウ
ン
ド
ゥ
）
の
例
も
極
端
な
例
で
あ
る
。

「
若
男
若
女
無
貴
無
賤
、
剃
鬚
髪
服
袈
裟
。
像
類
遊
蕩
而
行
俗
事
、
専
執
小
見
非
斥
大
乗
。
聞
諸
先
志
日
、
昔
此
地
民
庶
安
忍
但
事
凶

残
、
時
有
羅
漢
感
其
顛
墜
、
為
化
彼
故
－
－
為
授
三
帰
、
息
其
凶
暴
、
悉
断
生
殺
、
剃
髪
染
衣
恭
行
法
教
。
年
代
浸
遠
世
易
時
移
、

（
閉
）

守
善
既
鰯
余
風
不
珍
、
錐
服
法
衣
嘗
無
戒
釜
『
子
孫
突
世
習
以
成
俗
。
」

以
上
の
よ
う
に
律
に
関
す
る
並
々
な
ら
ぬ
関
心
と
深
い
知
識
の
持
ち
主
た
ち
が
、
イ
ン
ド
南
海
諸
洲
の
仏
教
事
情
を
つ
ぶ
さ
に
見
聞
し

「
挙
国
人
民
悉
不
殺
生
不
飲
酒
不
食
葱
奉
燕
唯
除
腕
茶
羅
」

（
伯
）

「
国
中
不
養
猪
難
不
売
生
口
、
市
無
屠
店
及
沽
酒
者
」

と
記
し
、
『
宋
雲
行
記
』
は
烏
場
（
ウ
ジ
ャ
ー
乙
国
の
状
況
と
し
て

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
家
者
の
み
な
ら
ず
、

襲
灘
長一

竜一は
一四,烏

弓令
五
印
度
不
得
嗽
肉
、
若
断
生
命
有
謙
無
赦
。

そ
れ
は
在
家
者
一
般
に
も
広
ま
っ
て
い
た
。
『
法
顕
伝
』
は
イ
ン
ド
全
般
の
状
況
と
し
て

（
梱
）

（
幻
）

（
こ
れ
は
近
い
過
去
の
話
し
上
）
し
て
紹
介
さ
れ
た
’
も
の
）
」
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て
、
全
体
に
お
い
て
戒
律
が
清
ら
か
で
あ
っ
た
と
い
う
な
ら
、
当
時
の
イ
ン
ド
で
は
、
凡
そ
司
律
蔵
」
に
規
定
さ
れ
る
と
お
り
に
僧
伽
が

運
営
さ
れ
、
比
丘
た
ち
が
生
活
し
て
い
た
と
想
像
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
長
沢
和
俊
訳
注
『
法
顕
伝
・
宋
雲
行
紀
』
解
説
東
洋
文
庫
一
九
四
第
二
版
一
九
七
九
年
一
○
月
平
凡
社
一
一
七
○
頁

（
２
）
『
法
顕
伝
』
大
正
五
一
頁
八
五
七
上

（
３
）
『
法
顕
伝
』
大
正
五
一
頁
八
六
四
中

（
４
）
『
法
顕
伝
』
大
正
五
一
頁
八
六
四
下

（
５
）
『
西
域
高
僧
伝
』
巻
上
大
正
五
一
頁
二
中

（
６
）
「
西
域
高
僧
伝
』
巻
上
大
正
五
一
頁
二
中

（
７
）
『
西
域
高
僧
伝
』
巻
下
大
正
五
一
頁
六
下

（
８
）
『
西
域
高
僧
伝
』
巻
下
大
正
五
一
頁
六
下

（
９
）
「
法
顕
伝
』
大
正
五
一
頁
八
六
四
中
～
下

（
皿
）
「
西
域
高
僧
伝
』
巻
下
大
正
五
一
頁
九
上

（
ｕ
）
『
西
域
高
僧
伝
』
巻
下
大
正
五
一
頁
九
上

（
、
）
『
西
域
高
僧
伝
』
巻
上
大
正
五
一
頁
一
下

（
⑬
）
『
西
域
高
僧
伝
』
巻
上
大
正
五
一
頁
二
中

（
ｕ
）
『
西
域
高
僧
伝
』
巻
下
大
正
五
一
頁
九
中

（
咀
）
「
西
域
高
僧
伝
」
巻
下
大
正
五
一
頁
一
二
中

（
脳
）
『
西
域
高
僧
伝
』
巻
下
大
正
五
一
頁
一
二
上

（
Ⅳ
）
『
慈
恩
伝
』
巻
一
大
正
五
○
頁
二
一
一
二
中

（
腿
）
『
西
域
記
』
巻
一
二
大
正
五
一
頁
九
四
六
下
。
「
慈
恩
伝
』
巻
六
大
正
五
○
頁
二
五
二
下
。

（
岨
）
『
法
顕
伝
』
大
正
五
一
頁
八
五
七
上

（
別
）
『
法
顕
伝
」
大
正
五
一
頁
八
六
三
中

（
Ⅲ
）
『
宋
雲
行
記
』
巻
五
大
正
五
一
頁
一
○
二
○
中

（
犯
）
巻
二
大
正
五
一
頁
八
七
七
上
～
中
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大
正
五
一
頁
八
五
九
中

履
く
ご
凹
邑
ロ
ー
ロ
冨
丙
凹
忍
ぐ
○
一
・

大
正
五
四
二
三
一
一
一
頁
下

「
法
顕
伝
」
大
正
五
一
言

大
正
五
一
頁
八
五
七
中

『
西
域
記
』
巻
三
大
正
室

『
西
域
記
』
巻
七
大
正
室

『
西
域
記
』
巻
八
大
正
表

「
西
域
記
』
巻
二
大
江

『
慈
恩
伝
』
巻
四
大
正
奏

大
正
五
四
二
○
五
頁
下

『
西
域
記
」
巻
三
大
正
素

『
西
域
記
』
巻
五
大
正
奏

『
西
域
記
』
巻
五
大
正
君

奪堂露轆繍
一大大患起選醤聾選謹譽

五藍蛋巻巻巻巻巻巻巻慧
頁一一九五四二一一一一
下十十十一一十一Ｌ－Ｌ

大
正
五
一

大
正
五
一

大
正
五
一

大
正
五
一
頁
八
八
二
中

大
正
五
一
頁
九
○
九
下

大
正
五
一
頁
九
一
八
中

大
正
五
一
頁
九
三
四
上

大
正
五
○
頁
二
四
二
下

大
正
五
一

大
正
五
一

大
正
五
一

大
正
五
一

大
正
五
○

大
正
五
一

大
正
五
一

大
正
五
一

頁
六
上

頁
五
上頁
八
六
一

自
口
画
ヨ
ー
、
『
＋
調
律
』
巻
四
一
、
『
四
分
律
』
巻
四
九
、
『
五
分
律
」
巻
二
七

頁
八
八
五
下

頁
八
九
三
下

頁
八
九
四
中

頁頁頁頁頁頁頁頁
九八八二八八八八
二九九三七七七七

〒\正而洲：

一

中
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そ
れ
で
は
次
に
、
上
記
の
巡
礼
僧
た
ち
が
イ
ン
ド
や
南
海
諸
洲
を
旅
し
た
当
時
に
存
在
し
た
と
す
る
部
派
と
、
当
時
彼
等
が
保
持
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
律
蔵
の
状
況
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
。
も
し
当
時
の
イ
ン
ド
僧
た
ち
が
戒
律
を
厳
密
に
守
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ

が
わ
れ
わ
れ
の
持
っ
て
い
る
律
蔵
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
中
國
僧
の
見
聞
を
も
と
に
し
て
、
律
蔵
に
お
け
る
部
派
間
の

接
触
の
あ
り
方
を
推
測
す
る
こ
と
は
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
パ
ー
リ
』
の
ヴ
ィ
ナ
ャ
を
除
く
漢
訳
の
諸
律
は
五
世

紀
の
初
め
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
我
々
が
資
『
料
の
一
部
と
し
て
用
い
る
摩
訶
僧
祇
律
と
根
本
説
一
切
有
部
律
は
、
そ
の
主
人

公
の
内
の
法
顕
・
義
淨
の
翻
訳
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
心
配
を
す
る
必
要
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
イ
ン

ド
の
ど
の
地
方
に
は
ど
の
よ
う
な
部
派
が
行
わ
れ
、
ど
の
律
蔵
を
使
っ
て
い
た
か
は
、
本
論
文
の
主
題
を
離
れ
て
も
興
味
あ
る
事
柄
で
あ

る
の
で
、
暫
く
こ
れ
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
『
法
顕
伝
』
は
普
通
に
は
大
乗
と
小
乘
と
い
う
用
語
を
用
い
る
の
み
で
固
有
名
詞
と
し
て
の
部
派
の
名
前
は
記
さ
な
い
。
『
宋
雲
行

記
』
に
は
小
乘
・
大
乗
と
い
う
言
葉
さ
え
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
『
法
顕
停
迄
に
は
「
摩
訶
僧
祇
律
」
を
得
た
と
い
う
下
り
で
、
「
自
〈
示
十

〆■、’－，’＝、グムヘ〆■、〆■、

５３５２５１５０４９４８
、.ソ、-〆、＝、-’ﾐーグ、-〆

大
正
五
一
頁
八
五
九
中

大
正
五
一
頁
八
五
九
中

巻
五
大
正
五
一
頁
一
○
二
○
上

『
慈
恩
伝
』
巻
四
大
正
五
○
頁
二
四
三
上

『
西
域
記
』
巻
三
大
正
五
一
頁
八
八
四
中

『
西
域
記
』
巻
二
大
正
五
一
頁
九
三
七
中

二
、
旅
行
記
に
見
ら
れ
る
部
派
と
律
蔵
の
状
況
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（
１
）

八
部
各
右
具
師
資
、
太
帰
不
異
、
然
小
小
不
同
、
或
用
開
塞
但
此
最
。
是
広
説
備
悉
者
」
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
等
が
部

派
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
も
な
く
、
ま
た
部
派
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
も
な
く
、
部
派
を
記
述
す
る
必
亜
桂
を
認
め
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
衲
雲
が
部
派
を
記
述
し
な
か
っ
た
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
建
威
」
と
も
関
係
す
る

と
思
わ
れ
る
の
で
後
に
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

次
に
三
国
以
記
』
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
部
派
が
登
場
す
る
。
大
乗
の
外
に
説
一
切
右
黒
印
、
正
量
部
、
上
座
部
、
大
乗
上

座
部
、
大
衆
部
、
説
出
世
部
の
六
部
派
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
中
国
古
典
文
学
大
系
」
本
に
水
谷
真
成
氏
が
ふ
さ
れ
た
解
説
を
も
と
に
し
て

（
２
）

儘
秀
訂
し
て
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

大
乗
仏
教

大
小
兼
学

説
一
切
有
部

正
量
部

上
座
部

大
乗
上
座
部

大
衆
部

説
出
世
部

不
記
部
派
（
小
乗
）

国
数

二
五

一
五

一
四

一
九一一五一一一

一
一
ハ

僧
の
数

七
二
、
八
三
○

六
六
、
六
○
○

二
一
、
五
○
○

六
五
、
八
○
○

二
一
、
○
○
○

二
四
、
八
○
○

一
、
’
三
○

三
、
○
○
○

七
、
○
○
○
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と
こ
ろ
で
『
西
域
記
』
は
、
当
時
の
部
派
の
様
子
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
部
執
峯
崎
課
論
波
涛
、
異
学
専
門
殊
途
同
致
、
十
有
八
部
各
掴
鋒
鋭
、
大
小
二
乗
居
止
区
別
、
其
有
宴
黙
思
惟
経
行
住
立
、
定
慧
悠

（
３
）

隔
誼
、
静
良
殊
、
随
其
衆
居
各
製
科
防
。
無
一
室
律
論
経
是
仏
経
」

『
西
域
記
』
に
登
場
す
る
部
派
は
上
記
の
よ
う
に
六
つ
の
み
で
あ
る
が
、
し
か
し
俗
に
十
八
部
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
実
に
は
そ
れ
以

上
に
多
く
の
部
派
が
あ
っ
て
、
部
派
相
互
の
間
で
少
な
く
と
も
教
義
や
修
行
の
仕
方
に
つ
い
て
の
議
論
が
沸
騰
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
大
乗
教
徒
と
小
乘
教
徒
は
別
に
住
し
て
、
定
慧
に
関
し
て
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
「
随
其
衆
居
各
製
科
防
。

無
云
律
論
経
是
仏
経
」
と
い
う
文
章
が
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
が
難
し
い
が
、
水
谷
真
成
氏
の
訳
は
「
そ
れ
ぞ

（
４
）

れ
の
集
団
に
随
っ
て
お
の
お
の
規
則
を
き
め
て
い
る
。
律
論
を
一
云
々
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
大
す
じ
は
仏
の
経
典
で
あ
る
」
と
し
て

い
る
。
大
乗
と
小
乘
の
違
い
は
経
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
律
蔵
や
論
蔵
に
つ
い
て
は
云
々
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
る

い
る
。

う
か
。

た
だ
し
、
掲
若
鞠
閉
園
（
巻
五
の
一
・
一
）
と
伊
燗
奴
鉢
伐
多
國
（
巻
一
○
の
一
・
一
）
が
説
一
切
有
部
に
な
っ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
「
西
域
記
」

に
よ
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
ら
は
大
小
兼
学
と
正
量
部
に
い
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
説
一
切
有
部
は
マ
イ
ナ
ス
ニ
と
な
り
、
逆
に
大
小
兼
学
と
正
量
部

が
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
一
に
な
る
。
ま
た
大
乗
上
座
部
と
す
る
も
の
は
実
際
は
大
乗
と
上
座
部
と
す
べ
き
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

僧
の
数
に
つ
い
て
は
、
「
余
」
「
足
ら
ず
」
と
す
る
も
の
は
切
り
捨
て
た
。
ま
た
「
数
百
」
「
数
千
」
と
す
る
「
数
」
は
可
能
性
と
し
て
は
二
か
ら

九
ま
で
を
含
む
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
「
三
」
と
読
ん
だ
。
大
し
て
意
味
は
な
い
が
「
数
」
で
は
処
理
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
少
な
い
」

は
数
に
い
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
僧
の
数
は
概
数
で
し
か
な
い
。

計

一
○
○

二
七
四
、
六
六
○
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と
し
、
ま
た

（
６
）

「
其
閣
鼎
瀧
分
出
没
部
別
名
字
、
事
非
一
致
如
余
所
論
、
此
不
繁
述
。
故
五
天
之
地
及
南
海
諸
洲
皆
一
室
四
種
尼
迦
耶
」

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
五
百
娃
鴎
呆
・
七
百
結
果
を
経
て
、
部
派
は
十
八
部
に
別
れ
た
の
で
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
は
四
部
に
ま
と
ま
る
と
い

う
の
で
あ
っ
て
、
「
西
国
相
姦
工
人
綱
唯
四
」
の
文
章
に
、
次
の
よ
う
に
割
り
注
し
て
い
る
。

「
一
阿
離
取
斐
呆
詞
僧
祇
尼
迦
耶
。
唐
云
聖
大
衆
部
。
分
出
七
部
。
一
一
一
蔵
各
有
十
萬
頌
。
唐
訳
可
成
エ
上
琶
。
二
阿
離
駆
否
他
陛
擬
尼
迦
耶
。

唐
云
聖
上
座
部
。
分
出
三
部
。
三
蔵
多
少
同
前
。
一
一
一
阿
離
、
斐
羅
擢
薩
婆
悉
底
婆
抱
尼
迦
耶
。
唐
云
聖
根
本
説
一
切
有
蔀
宅
分
出
四
部
。

一
一
一
蔵
多
の
同
前
○
四
阿
離
耶
一
一
一
蜜
空
合
は
尼
迦
耶
。
唐
云
聖
正
量
部
。
分
出
四
部
。
三
蔵
三
十
萬
頌
。
然
而
蔀
黙
認
所
伝
多
有
同
異
。
且

（
７
）

依
現
事
一
一
一
口
其
十
八
。
分
為
五
部
不
聞
於
西
国
耳
」

す
な
わ
ち
、
大
衆
部
・
上
座
部
・
根
本
説
一
切
右
易
節
・
正
量
部
の
四
部
に
ま
と
ま
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
飲
光
の
溺
鐵
糎
妙
』
で

（
８
）

は
、
五
部
を
伝
え
る
の
は
旧
師
で
あ
っ
て
、
法
蔵
部
・
飲
光
部
・
積
子
部
・
説
一
切
右
昆
郡
・
ル
眠
地
部
で
あ
る
Ｌ
」
解
釈
し
て
い
る
が
、
義
淨

は
そ
れ
は
実
状
に
即
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
続
い
て
イ
ン
ド
や
志
垣
碑
諸
洲
の
部
派
の
状
態
を

「
然
其
所
欽
処
有
多
少
。
摩
掲
陀
則
四
部
通
習
、
右
晶
印
最
盛
。
羅
茶
・
信
度
（
割
注
、
西
困
度
国
名
）
則
少
兼
三
部
乃
正
量
尤
多
。
北
方

皆
全
有
部
、
時
逢
大
衆
。
南
面
則
成
遵
上
座
、
余
部
少
存
。
宙
会
間
諸
国
雑
行
四
部
（
割
注
、
那
欄
陀
従
東
行
五
百
駅
。
…
…
）
。
師
子
洲
並

い
Ｐ
っ
。

次
に
『
寄
帰
伝
』
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
見
て
み
よ
う
。
『
寄
帰
伝
』
は
部
派
に
つ
い
て
イ
ン
ド
南
海
諸
洲
の
部
派
の
概
況
を
次
の
よ
う
に

「
次
有
弘
法
応
人
結
集
、
有
五
七
之
異
、
持
律
大
将
部
分
、
為
十
八
之
殊
。
随
所
見
聞
三
蔵
各
別
」

（
５
）

「
猪
部
流
派
生
起
不
同
、
西
国
相
承
大
綱
唯
四
」
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表
有
部
先
盛
。
而
云
十
論
・
四
分
者
多
是
取
其
経
、
來
以
為
題
目
」

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
次
の
よ
う
に
な
る
。

中
イ
ン
ド
ー
ー
有
部
が
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
る
が
、
四
部
が
行
わ
れ
て
い
た

西
イ
ン
ド
ー
正
量
部
が
盛
ん
で
、
少
し
く
三
部
を
兼
ね
て
い
る

北
イ
ン
ド
ー
ー
有
部
、
わ
ず
か
に
大
衆
部

南
イ
ン
ド
ー
ー
上
座
部
、
わ
ず
か
に
余
部

東
イ
ン
ド
ー
四
部
を
雑
行

皆
上
座
而
大
衆
斥
焉
・
然
南
海
諸
洲
有
十
余
国
、
純
唯
根
本
有
部
、
正
量
時
欽
。
近
日
己
来
少
兼
余
二
（
割
注
、
従
西
数
之
。
・
・
…
・
）
。

（
９
）

斯
乃
威
遵
仏
法
、
多
是
小
乗
。
唯
末
羅
遊
少
有
大
乗
耳
。
」

悪
王
今
並
除
滅
、
沮
無
僧
衆
、
外
道
雑
居
。
斯
即
膳
部
南
隅
非
海
洲
也
。
然
東
夏
大
綱
多
行
法
護
。
関
中
諸
処
僧
祗
旧
兼
。
江
南
嶺

（
皿
）

「
南
至
占
波
、
即
是
臨
邑
、
此
国
多
是
正
璽
少
兼
有
部
・
Ｉ
義
南
国
・
旧
云
扶
南
・
先
是
裸
国
人
多
事
天
．
後
乃
仏
法
篝

南
海
諸
洲
ｌ
根
本
有
部
、
時
に
正
量
部
。
最
近
少
し
く
余
の
二
部
を
兼
ね
る
．
末
羅
遊
の
み
少
し
く
大
桑
あ
り

占
波
（
ヴ
曇
ト
ナ
６
１
正
量
部
、
少
し
く
有
部

践
南
（
扶
南
Ⅱ
真
臘
・
頓
遜
）
－
－
外
道
雑
居

東
夏
（
河
南
省
）
１
１
法
護
部

関
中
（
陳
西
省
）
－
－
大
衆
部

江
南
（
揚
子
江
以
南
）
１
１
有
部

ス
リ
ラ
ン
カ
ー
ー
ー
エ
座
部

６７



こ
の
よ
う
に
表
に
し
て
み
る
と
、
玄
葵
と
義
淨
が
イ
ン
ド
を
旅
行
し
た
の
は
そ
う
隔
た
っ
て
い
な
い
時
期
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
一
致
し

な
い
こ
と
が
判
る
。
両
者
と
も
部
派
を
調
査
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
旅
行
を
企
て
た
の
で
も
な
い
し
、
国
勢
調
査
の
よ
う
な
も
の
を
参
看
し

た
も
の
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
く
ら
い
の
誤
差
は
仕
方
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
次
に
律
蔵
の
状
況
を
調
べ
て
み
よ
う
。
『
法
顕
伝
』
は
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
で
律
を
得
た
状
況
と
し
て
、

「
法
顕
本
求
戒
律
、
而
北
天
竺
諸
国
皆
師
師
口
伝
無
本
可
写
。
是
以
遠
渉
乃
至
中
天
竺
、
於
此
摩
訶
桁
僧
伽
藍
得
一
部
律
。
是
摩
訶
僧

こ
れ
を
先
の
『
西
域
記
』
と
併
せ
て
作
表
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ｌ

（
ｕ
）

復
得
一
詠
律
、
可
七
千
偽
、
邊
薑
多
衆
律
、
麗
秦
地
衆
僧
所
誓
也
．
蛮
繍
師
口
相
伝
授
歪
之
於
文
字
」
．

祇
衆
律
．
ｌ
於
警
精
舎
伝
其
本
．
自
余
十
八
部
各
有
師
資
、
太
帰
不
異
然
小
小
不
同
或
用
關
塞
但
此
曇
・
是
広
説
備
悉
者
．

１
１

中
印

‐
池
域
ｌ
］
Ｉ
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南
海
猪
洲

ス
リ
ラ
ン
ー
刀

西
印

南
印

東
印

中
印

北
印

西
域

地
域

大
乗
２
、
大
小
兼
学
２
、
有
部
１
、
正
量
５
、
大
乗
上
座
１

大
乗
１
、
大
小
兼
学
５
、
正
量
２
、
上
座
１
、
大
乗
上
座
３
、

大
衆
１

大
乗
１
、
正
量
１
、
上
座
１

、

大
乗
７
、
大
小
兼
学
６
、
有
部
２
、
正
量
ｕ
、
大
乗
上
座
１
、

不
記
部
派
皿

大
乗
９
、
大
小
兼
学
１
、
有
部
１
、
大
衆
１
、
不
記
部
派
４

大
乗
５
、
大
小
兼
学
１
、
有
部
８
、
大
衆
１
、
説
出
世
１
、
不

記
部
派
２

西
域
記
（
数
字
は
国
数
）

根
本
有
部
、
時
に
正
量
部
、
最
近
少
し
く
二
部
を
兼

ね
る
。
末
羅
遊
の
み
少
し
く
大
乗

正
量
部
が
盛
ん
で
、
三
部
を
少
し
く
兼
ね
る

上
座
部
、
わ
ず
か
に
余
部

四
部
を
雑
行

有
部
が
も
っ
と
も
盛
ん
な
る
も
、
四
部
が
行
な
わ
れ

る 有
部
、
わ
ず
か
に
大
衆
部

蔦
寄
帰
伝



こ
れ
に
よ
れ
ば
法
顕
は
北
天
竺
で
は
文
字
に
記
さ
れ
た
律
蔵
を
手
に
い
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
マ
ガ
ダ
の
大
乗
の
寺
に
来
て
、
祇
園
精

舎
に
伝
わ
っ
た
文
字
に
書
か
れ
た
「
摩
訶
僧
祇
律
」
と
、
さ
ら
に
説
一
切
有
部
の
「
抄
律
」
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

「
抄
律
」
は
「
此
秦
地
衆
僧
所
行
者
也
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
法
顕
が
中
国
を
出
発
す
る
こ
ろ
に
も
た
ら
さ
れ
た
『
十
調
律
』
か

（
旧
）

そ
の
系
統
の
も
の
と
い
う
認
識
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
も
大
乗
仏
教
の
寺
院
に
お
い
て
、
小
乘
の
律
蔵
が
保
持
さ
れ
て
お
り
、

し
か
も
そ
れ
は
何
部
派
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
限
定
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
化
地
部
が
流
行
し
て
い
な
か
っ
た
は
ず
の
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
い
て
化
地
部
の
律
蔵
を
得
た
と
も
い
う
。
こ
こ
か
ら
は
部
派
仏
教
の

寺
院
で
も
、
寺
院
の
所
属
部
派
と
は
異
な
る
律
蔵
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
法
顕
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
項
に
お

い
て
、
な
ぜ
「
パ
ー
リ
」
律
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
の
か
不
思
議
で
あ
る
。

も
っ
と
も
上
記
の
記
述
は
文
字
と
さ
れ
た
律
蔵
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
法
顕
も
言
う
よ
う
に
、
多
く
は
口
伝
さ
れ
た
律
蔵
が
使
わ
れ
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
問
題
は
む
し
ろ
口
伝
さ
れ
て
現
実
に
使
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
律
蔵
で
あ
る
。

事
実
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
乗
寺
院
が
い
ず
れ
か
の
部
派
に
所
属
す
る
律
蔵
を
所
依
と
し
て
い
た
と
し
て
も
、
部
派
に
所
属
す
る
い
わ

ゆ
る
小
乘
の
寺
院
が
、
他
の
部
派
に
所
属
す
る
律
蔵
を
拠
り
所
に
し
て
い
た
と
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
法
顕
が
化
地
部
の
律
を
取
得

し
た
と
い
う
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
い
て
は
、
お
そ
ら
く
『
パ
ー
リ
律
』
が
使
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
て
、
も
し
口
伝
さ
れ
た
律
と
文
字
に

さ
れ
た
律
の
、
複
数
の
律
が
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
現
に
そ
れ
を
拠
り
所
と
し
て
運
営
し
、
生
活
し
て
い
る
律
は
、
文
字
に
さ
れ
た
律

蔵
よ
り
は
、
口
伝
さ
れ
た
も
の
の
方
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
律
蔵
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
寺
院
の
多
く
が
、
文
字

と
す
る
。

と
し
、
師
子
国
の
項
で
、

（
皿
）

「
法
顕
住
此
国
二
年
、
更
求
得
弥
沙
寒
葎
蔵
本
、
得
長
阿
含
雑
阿
含
、
復
得
一
部
雑
蔵
。
此
悉
漢
土
所
無
者
」
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に
さ
れ
た
「
律
蔵
」
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
つ
の
寺
壺
院
か
ら
複
数
の
律
が
発
見
さ
れ
た
と
し
て
も
、
現
実
に

使
わ
れ
て
い
た
律
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
の
部
派
に
属
す
る
律
蔵
で
、
し
か
も
そ
れ
は
口
伝
さ
れ
て
い
た
の
が
普
通
で
あ
っ
た
と
想
像

し
か
し
一
方
で
は
、
先
に
紹
介
し
た
文
章
の
中
に
含
ま
れ
る
、
律
に
関
す
る
「
そ
の
他
の
十
八
部
も
、
各
々
師
資
す
る
が
大
要
は
異
な

ら
ず
、
し
か
も
細
部
に
わ
た
っ
て
は
同
じ
で
は
な
く
、
寛
厳
を
異
に
し
て
い
る
」
と
い
う
記
述
も
注
目
さ
れ
る
。
現
在
の
我
々
は
現
存
す

る
律
蔵
に
つ
い
て
は
簡
箪
に
手
に
い
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
を
並
べ
て
み
て
客
観
的
に
比
較
す
る
こ
と
も
い
と
安
い
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
ら
が
ど
れ
く
ら
い
共
通
し
て
い
て
、
ど
こ
が
相
違
し
て
い
る
か
は
充
分
に
知
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
学
問
的
な
レ

ヴ
ェ
ル
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
と
そ
れ
ら
に
し
た
が
っ
て
実
際
に
生
活
し
、
僧
伽
を
運
営
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
深
刻
な
こ
と
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
彼
等
が
「
大
同
」
で
あ
っ
て
も
「
小
異
」
で
あ
る
律
蔵
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
ま
た
イ
ン
ド
の
比
丘

等
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
か
を
知
る
手
掛
か
り
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
文
章
は
、
大
要
は
異
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
細
部
に
わ
た
っ
て
は
寛
厳
の
違
い
が
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
部
派
に
所
属
す
る
寺

院
で
は
そ
の
部
派
の
律
蔵
に
し
た
が
っ
て
僧
伽
が
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
本
稿
の
主
題
か
ら
い
え
ば
、
異
な
る
律
蔵

を
保
持
す
る
者
同
志
は
共
住
で
き
な
い
と
読
む
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
細
部
に
わ
た
っ
て
は
寛
厳
の
違
い
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
要
は
異
な

ら
な
い
か
ら
、
大
乗
寺
玉
院
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
必
ず
し
も
厳
詐
密
に
所
属
部
派
と
そ
の
律
蔵
が
一
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
例
え
異
な
る
律
蔵
を
保
耶
持
す
る
者
同
士
で
あ
っ
て
も
共
住
は
可
能
で
あ
っ
た
と
読
む
べ
き
な
の
で
あ
る

す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

う
か
。

そ
こ
で
法
顕
が
そ
の
旅
行
記
に
お
い
て
部
派
名
を
記
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
法
顕
は
部
派
に
よ
っ
て
「
大
要

は
異
な
ら
な
い
」
と
考
え
た
か
ら
、
格
別
部
派
の
異
な
り
に
つ
い
て
注
意
し
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
律
蔵
を
求
め
て
イ
ン
ド
に

7０



入
っ
た
法
顕
が
そ
の
律
に
違
い
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
や
国
々
に
お
い
て
僧
伽
の
運
営
一
々
法
が
異
な
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
部
派

の
違
い
に
神
経
質
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
は
ず
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
う
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
「
大
要
は
異
な
ら
な
い
」
の

で
、
こ
の
異
な
ら
な
い
範
囲
で
充
分
に
そ
れ
ぞ
れ
の
僧
伽
が
運
営
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
か
ら
は
、
例
え
異
な
る
律
蔵
を
保
持
す
る
者
同
士
で
あ
っ
て
も
共
住
は
可
能
で
あ
っ
た
と
読
む
べ
き
だ

次
に
『
西
域
記
』
『
慈
恩
伝
』
に
は
律
蔵
に
関
し
て
、
ウ
ジ
ャ
ー
ナ
国
の
下
り
で
「
並
学
大
乗
寂
定
為
業
、
ｌ
戒
行
清
潔
特
閑
禁
究
。
律

（
Ｍ
）

儀
伝
訓
有
五
部
焉
。
一
法
密
部
、
二
化
地
部
、
一
一
一
飲
光
部
、
四
説
一
切
有
部
、
五
大
衆
部
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
律
蔵
の
系
譜
に
は
法
密

部
、
化
地
部
、
飲
光
部
、
説
一
切
有
部
、
大
衆
部
の
五
つ
が
あ
り
、
大
乗
の
徒
も
こ
の
五
つ
の
い
ず
れ
か
を
遵
守
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
こ
の
系
譜
は
ウ
ジ
ャ
ー
ナ
国
の
大
乗
寺
院
の
保
持
す
る
律
蔵
の
系
譜
と
し
て
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
イ
ン
ド
全
般

の
律
蔵
の
系
譜
に
通
じ
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
玄
葵
当
時
に
は
イ
ン
ド
に
法
密
部
、
化

地
部
、
飲
光
部
、
説
一
切
有
部
、
大
衆
部
の
五
つ
の
律
蔵
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
梁
の
僧
祐
（
四
四
五
～
五
一
八
）
の
編
集
し
た
『
出
三
蔵
記
集
』
に
は
、
「
薩
婆
多
部
十
調
律
」
六
十
一
巻
、
「
曇
無
徳
四
分
律
」

四
十
巻
或
分
四
十
五
巻
、
「
婆
鹿
富
羅
律
（
摩
訶
僧
祇
律
）
」
四
十
巻
、
「
弥
沙
塞
律
」
三
十
四
巻
が
存
在
し
、
「
迦
葉
維
律
」
は
存
在
は
す
る

（
烟
）

け
れ
ど
も
「
不
来
梁
地
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
五
つ
の
律
蔵
は

（
肥
）

「
仏
二
見
此
乃
我
滅
度
後
、
律
蔵
当
分
為
五
部
」

と
い
う
よ
う
に
、
律
蔵
の
系
譜
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
五
部
は
先
の
『
西
域
記
』
の
ウ
ジ
ャ
ー
ナ
国
の
律
の
伝
訓
に

一
致
す
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
『
西
域
記
』
の
先
の
記
述
は
『
出
三
蔵
記
集
』
に
よ
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
西
域
記
』
や
『
慈
恩
伝
』
に
よ
れ
ば
、
玄
藥
が
持
っ
て
帰
っ
た
経
論
の
な
か
に
は
上
座
部
の
経
律
論
一
四
部
含
慈
恩
伝
』
は
上
座

か
ら
で
あ
る
。
し
た
鐸

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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わ
れ
わ
れ
が
知
り
え
る
範
囲
で
は
、
正
量
部
関
係
の
律
文
献
は
、
正
量
部
弗
陀
多
羅
法
師
造
、
陳
天
竺
三
蔵
真
諦
訳
の
『
律
二
十
二
明

（
岨
）

了
論
』
一
巻
の
み
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
「
律
文
」
に
い
う
と
こ
ろ
と
し
て
と
か
、
「
広
く
説
け
る
こ
と
本
の
ご
と
し
」
と
し
て
引
用
文
が

出
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
論
が
拠
り
所
と
し
た
「
律
蔵
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
正
量
部
の
弗
陀
多
羅
法
師

が
拠
り
所
と
し
た
律
本
が
、
必
ず
「
正
量
部
律
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
性
も
な
い
。
例
え
ば
、
有
部
の
律
を
依
用
し
て
い

た
と
い
う
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
正
量
部
は
『
西
域
記
』
に
よ
れ
ば
、
部
派
の
中
で
は
行
わ
れ
て
い
た
国

数
や
僧
数
か
ら
見
れ
ば
、
も
っ
と
も
優
勢
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
寄
帰
伝
』
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
が
独
自

の
律
蔵
を
保
持
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
そ
の
存
在
の
確
証
は
得
ら
れ
な
い
が
、
一
応
状
況
証
拠
か
ら
「
正
量

部
律
」
な
る
も
の
も
存
在
し
て
い
た
と
推
測
し
て
お
こ
う
。

な
お
、
『
西
域
記
』
に
は
律
蔵
に
よ
る
違
い
と
し
て

「
三
衣
裁
製
部
執
不
同
、
或
縁
有
寛
狭
或
葉
有
小
大
。
僧
却
崎
（
割
注
、
唐
言
掩
腋
。
旧
日
増
墜
基
誰
也
）
覆
左
肩
掩
両
腋
、
左
開
右
合

長
裁
過
腰
。
泥
縛
些
那
（
割
圧
、
唐
言
桾
旧
日
浬
磐
噴
誰
也
）
既
無
帯
捧
其
将
服
也
。
集
衣
為
攝
束
帯
以
綱
、
攝
則
諸
部
各
異
。
色
乃

部
の
鐸
葎
論
一
五
部
と
す
る
）
、
大
衆
部
の
経
律
論
一
五
部
、
三
称
底
部
の
経
律
論
一
五
部
、
弥
沙
塞
部
の
経
律
論
一
一
二
部
、
迦
葉
臂
耶
部
の

（
Ⅳ
）

経
律
論
一
七
部
、
法
密
部
の
経
律
論
四
二
部
、
説
一
切
有
部
の
経
律
至
輌
六
七
部
と
す
る
か
ら
、
上
記
の
五
つ
の
律
蔵
の
ほ
か
に
上
座
部
・

三
弥
底
部
（
正
量
部
）
の
律
も
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
上
座
部
の
律
が
「
パ
ー
リ
」
律
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
然
そ
れ
が
存

在
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
問
題
は
「
三
弥
底
部
（
正
量
部
）
の
律
」
で
あ
る
。
し
か
し
『
西
域
記
』
や
『
慈
恩
伝
』
は
仏
教
文
献
を

用
語
上
「
経
律
論
」
と
い
っ
た
ま
で
で
、
厳
密
に
そ
れ
ぞ
れ
「
経
」
「
律
」
「
論
」
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
一
応
疑
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

長
裁
過
腰
。

（
⑬
）

黄
赤
不
同
○
」
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と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
律
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
律
の
違
い
を
深
刻
に
受
け
取
る
べ
き
か
、

そ
れ
と
も
軽
微
な
も
の
と
し
て
受
け
取
る
べ
き
か
は
、
に
わ
か
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

さ
て
次
に
、
『
寄
帰
伝
』
で
は
律
あ
る
い
は
部
派
に
よ
っ
て
の
習
慣
の
違
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
『
寄
帰
伝
』
は
な
か
な
か
読

み
に
く
い
文
章
で
あ
る
の
で
、
『
寄
帰
伝
』
の
文
章
は
以
下
読
み
下
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
下
桾
（
三
国
の
：
。
）
を
箸
す
る
に
則
ち
桾
に
偏
と
正
あ
り
（
有
部
は
則
ち
正
、
余
の
一
一
一
は
並
び
に
偏
）
。
上
服
（
冨
協
百
）
を
披
る
に
則
ち

葉
に
狭
広
を
存
す
。
同
宿
に
は
乃
ち
異
室
と
縄
囲
あ
り
（
有
部
は
則
ち
要
ら
ず
別
室
を
須
い
、
正
量
は
縄
を
以
て
床
を
囲
む
）
。
両
つ
な
が
らあや
ま

倶
に
過
な
し
。
食
を
受
け
る
に
手
を
も
っ
て
す
る
も
執
り
て
地
に
画
く
も
（
有
部
は
手
請
、
僧
祇
は
画
地
な
り
）
一
一
つ
な
が
ら
並
び
に
葱

（
別
）

り
な
し
。
各
の
師
承
有
っ
て
、
事
和
雑
な
し
」

と
衣
服
の
仕
立
て
方
・
着
方
な
ど
の
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
う
ち
上
服
の
着
方
の
違
い
は
お
そ
ら
く
上
記
に
紹
介
し
た

（
Ⅲ
）

『
西
域
記
』
の
記
述
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
に
は
、
同
宿
や
受
食
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
の
相
違
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
の
み
に
留
ま
ら
な
い
、
も
う
少
し
深
刻
な
記
述
も
見
ら
れ
る
。

「
詳
ら
か
に
四
部
之
差
を
観
ず
れ
ば
律
儀
は
殊
異
に
し
て
（
「
解
綱
妙
」
七
頁
下
は
戒
体
の
別
と
い
う
）
重
軽
は
懸
隔
し
（
『
解
綱
妙
』
一
八

頁
上
は
戒
相
の
別
と
い
う
。
重
戒
の
重
犯
等
は
「
四
分
」
は
重
く
、
有
部
は
軽
い
。
護
衣
不
離
宿
等
は
「
僧
祇
」
は
重
く
、
有
部
は
軽
い
）
、
開
制
は

超
然
た
り
（
『
解
撹
妙
』
一
八
頁
上
は
戒
法
の
別
と
い
う
。
重
軽
の
矛
盾
が
あ
り
、
制
条
の
因
縁
は
は
る
か
に
隔
た
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
か
）
。

出
家
の
侶
は
各
々
部
執
に
依
る
も
、
宜
し
く
他
の
軽
事
を
取
っ
て
、
己
の
重
条
に
替
え
て
用
い
、
自
ら
文
を
開
き
見
て
、
余
の
制

を
嫌
う
こ
と
な
か
れ
。
若
し
爾
れ
ば
則
ち
部
別
之
義
に
著
せ
ざ
れ
。
許
と
遮
（
「
解
績
妙
』
一
八
頁
上
は
制
と
開
の
意
と
い
う
）
の
理
を
分

っ
な
か
れ
。
豈
に
其
の
一
身
を
以
て
遍
く
四
を
行
じ
る
を
得
ん
や
。
裂
裳
金
杖
の
噸
（
教
え
は
分
か
れ
て
も
解
脱
に
赴
く
そ
の
致
は
一
と
い

う
こ
と
を
表
わ
し
た
も
の
）
は
乃
ち
証
滅
を
殊
に
せ
ざ
る
を
表
わ
す
も
、
行
法
之
徒
は
（
先
の
嗽
え
で
は
結
果
と
し
て
異
に
す
る
こ
と
に
な
っ
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「
凡
そ
此
れ
に
論
ず
る
所
は
、
皆
根
本
説
一
切
有
部
に
依
る
。
余
部
の
事
を
将
い
て
見
て
、
斯
れ
を
糠
す
る
べ
か
ら
ず
。
此
れ
は
「
＋

調
」
と
大
帰
（
お
お
よ
そ
？
）
相
似
す
。
有
部
の
所
分
（
有
部
か
ら
分
か
れ
た
も
の
）
に
三
部
の
別
あ
り
。
｜
に
法
護
、
二
に
化
地
、
三
に

迦
摂
卑
な
り
。
此
れ
ら
並
び
に
五
天
に
行
ぜ
ず
。
唯
だ
烏
長
那
国
及
び
亀
弦
・
干
填
に
雑
え
て
行
う
者
あ
り
。
然
る
に
十
調
律
は
亦

（
鰯
）

た
是
の
根
本
有
部
な
ら
ざ
る
也
」

と
も
し
て
い
る
。
『
寄
帰
伝
』
に
述
べ
る
の
は
専
ら
「
根
本
説
一
切
有
部
律
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
＋
調
」
は
「
根
本
説
一

切
有
部
律
」
と
相
似
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
根
本
説
一
切
有
部
の
律
で
は
な
く
、
ま
た
有
部
か
ら
分
れ
た
も
の
に
法
護
、
化
地
、
迦
摂
卑

（
別
）

（
飲
光
部
）
の
一
二
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
イ
ン
ド
全
域
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
義
淨
が
具
体
的
に
名
を
上
げ
て
紹
介
す
る
律
蔵
は
、
「
根
本
説
一
切
有
部
律
」
「
十
調
律
」
、
「
法
護
部
の
律
」
、
「
化
地
部
の
律
」
、

「
迦
摂
卑
（
飲
光
部
。
爵
轡
昌
冒
）
の
律
」
の
五
つ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
有
部
系
の
律
で
あ
っ
て
こ
の
ほ
か
に
大
衆
部
系
の
律
が
予

想
さ
れ
る
か
ら
、
義
淨
は
律
蔵
に
つ
い
て
は
、
六
つ
の
律
蔵
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
中
国
伝
統
の
五
部
律
に
根
本
説
一

切
有
部
律
を
加
え
た
も
の
で
、
こ
れ
も
イ
ン
ド
の
戒
律
状
況
と
い
う
よ
り
、
「
五
部
律
」
と
い
う
中
国
の
戒
律
認
識
を
引
き
ず
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
」
と

ま
た

（
犯
）

た
一
つ
の
教
え
を
共
に
一
打
じ
る
仲
間
と
い
う
こ
と
か
）
須
ら
く
、
自
部
に
依
る
べ
し
。
」

す
な
わ
ち
異
に
す
る
律
を
混
用
す
る
と
重
い
罪
を
軽
い
も
の
に
替
え
て
用
い
よ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
ら
、
い
ず
れ
も
目
的

は
一
つ
な
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
自
部
の
律
に
よ
れ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
義
淨
が
中
国
に
律
を
も
た
ら
す
と
き
の
態
度

で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
イ
ン
ド
・
志
垣
碑
諸
洲
の
実
情
を
恕
醍
汀
し
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
宜
し
く
～
な
か
れ
」
と
か
「
須
ら
く
～
べ

し
」
と
い
う
文
体
が
使
わ
れ
て
お
り
、
続
く
文
中
に
は
中
国
が
出
る
か
ら
で
あ
る
。
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し
か
し
『
寄
帰
伝
』
は
イ
ン
ド
南
海
諸
洲
に
は
部
派
と
し
て
主
に
大
衆
部
・
上
座
部
・
根
本
説
一
切
有
部
。
正
量
部
の
四
部
が
行
わ
れ

て
い
た
と
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
も
有
力
で
あ
っ
た
は
ず
の
正
量
部
の
律
蔵
の
存
在
が
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
先

に
紹
介
し
た
文
章
の
中
に
あ
る
「
同
宿
」
の
割
り
注
の
な
か
に
「
正
量
」
の
名
前
が
出
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
『
西
域
記
』
の
所
で
も

述
べ
た
よ
う
に
、
正
量
部
は
有
力
な
部
派
で
あ
っ
て
、
こ
の
部
派
に
属
す
る
何
ら
か
の
律
蔵
が
な
か
っ
た
と
は
想
像
し
に
く
い
か
ら
、
存

在
は
し
た
け
れ
ど
も
中
国
に
は
具
体
的
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
法
顕
や
義
淨
な
ど
ス
リ
ラ
ン
カ
に
滞
在
し

て
な
お
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
パ
ー
リ
」
律
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
記
録
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
「
存
在
し
な
い
」
と
は
い

以
上
か
ら
見
る
と
義
淨
は
、
自
ら
の
立
場
と
し
て
は
「
根
本
説
一
切
右
搦
亜
建
の
み
に
よ
っ
て
他
の
律
蔵
を
拠
り
所
と
す
る
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
が
、
イ
ン
ド
の
仏
教
界
が
ど
う
で
あ
っ
た
と
見
て
い
た
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
も

ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
部
派
は
そ
れ
ぞ
れ
の
律
蔵
に
し
た
が
っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
他
の
律
蔵
を

目
く
じ
ら
立
て
て
批
判
す
る
と
い
う
よ
う
な
様
子
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

以
上
、
各
旅
行
記
が
述
べ
る
部
派
と
律
蔵
に
つ
い
て
調
査
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
に
存
在
し
た
部
派
と
そ
の
所
依
と
し
た

で
あ
ろ
う
律
蔵
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
『
西
域
記
』
や
「
南
海
寄
帰
伝
」
が
い
う
上
座
部
や
、
『
西
域
記
』
が
い
う
大

乗
上
座
部
が
ど
の
よ
う
な
部
派
で
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
上
座
部
は
『
西
域
記
』
に
よ
れ
ば
、
東
イ
ン
ド
・
南
イ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
『
寄
帰
伝
』
に
よ
れ
ば
、
東
イ
ン
ド
・
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
地
域
か
ら
し
て
も
「
パ
ー
リ
」
系
の
部
派
で
あ

っ
た
可
能
性
が
強
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
大
毛
采
上
座
部
」
は
『
西
域
記
』
に
し
か
な
い
用
語
で
あ
る
が
、
水
谷
氏
も
「
大
乗
上

座
部
」
と
し
な
が
ら
、
例
え
ば
巻
十
一
蘇
刺
侘
国
の
本
文
で
は
、
「
多
く
は
大
乗
［
と
小
乘
］
上
座
部
の
教
え
を
［
兼
ね
て
］
学
ん
で
い
る
」

（
班
）

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
乗
上
座
部
と
い
う
独
自
の
部
派
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
確
一
一
一
一
口
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
れ
も
こ
こ
で
は
一
応
「
パ

て
な
お
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

え
な
い
何
よ
り
Ｑ
根
拠
と
な
ろ
う
。
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し
た
が
っ
て
説
出
世
部
が
存
在
し
た
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
律
蔵
が
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
反
面
、
刎
化
地
部
の
「
五
分

律
』
や
イ
ン
ド
に
存
在
し
た
け
れ
ど
も
中
国
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
「
飲
光
部
律
」
は
、
律
蔵
が
存
在
す
る
に
関
わ
ら
ず
そ
れ
を

－
リ
」
系
の
仏
教
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
く
。

旅
行
記
が
記
す
部
派
所
依
の
律
蔵

大
乗
仏
教
い
ず
れ
か
の
部
派
の
律
蔵

大
小
兼
学
い
ず
れ
か
の
部
派
の
律
蔵

説
一
切
有
部
十
調
律

正
量
部
正
量
部
律

上
座
部
パ
ー
リ
律

大
乗
上
座
部
パ
ー
リ
律

大
衆
部
摩
訶
僧
祇
律

説
出
世
部

７
・

根
本
有
部
根
本
有
部
律

（
班
）

法
護
部
四
分
律

？
五
分
律

？
飲
光
部
律
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所
依
と
す
る
部
派
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
『
西
域
記
』
な
ど
が
当
時
の
仏
教
界
を
国
勢
調
査
風
に
調
査
し
た
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
イ
ン
ド
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
正
確
な

情
報
と
は
い
え
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
当
時
「
五
分
律
」
な
ど
を
保
、
侍
し
た
部
派
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け

で
あ
る
。
む
し
ろ
玄
美
は
一
方
で
は
型
通
り
の
記
述
で
あ
る
と
し
て
も
「
十
八
部
」
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
す
で
に
消
滅
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
を
保
持
し
て
い
た
部
派
も
存
在
し
て
い
た
と
考
え
た

ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
多
く
は
こ
れ
ら
旅
行
記
が
カ
バ
ー
す
る
時
代
よ
り
も
遡
る
け
れ
ど
も
、
イ
ン
ド
に
残
さ
れ
た
碑
銘
を
見

（
Ⅳ
）

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
む
し
ろ
実
際
に
は
型
通
り
の
「
十
八
部
」
よ
り
も
多
く
の
部
派
が
存
在
し
て
い
た
に
連

ま
た
一
方
で
は
説
出
世
部
の
よ
う
に
、
部
派
が
存
在
し
た
に
関
わ
ら
ず
、
律
蔵
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
わ
け
で
あ
っ

て
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
『
西
域
記
』
で
は
説
出
世
部
は
わ
ず
か
に
一
か
国
、
三
千
人
の
比
丘
が
い
た
だ
け
で

あ
り
、
あ
る
い
は
独
自
の
律
蔵
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
仏
伝
文
学
と
し
て
名
高
い

震
三
四
訂
ぐ
山
の
冒
弓
が
み
ず
か
ら
「
中
国
地
方
の
聖
大
衆
部
中
の
説
出
世
部
の
律
資
料
に
よ
る
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
が
こ
こ
に
始
ま
る

（
配
）

（
凹
『
舌
目
：
山
、
口
日
、
三
薗
目
日
一
・
六
・
耳
四
『
口
ぐ
且
ご
ロ
ヨ
ョ
且
ご
巳
の
の
】
厨
忌
日
凰
冒
の
目
ぐ
ご
旦
呂
一
宮
百
⑫
百
日
ロ
颪
ご
色
⑫
白
昌
の
目
】
）
」
と
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
説
出
世
部
に
も
律
蔵
が
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
こ
れ
は
「
経
蔵
」
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
部
派
が
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
「
律
蔵
」
を
持
っ
て
い
た
と
す

る
必
要
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
は
異
部
派
同
志
の
比
丘
た
ち
が
い
か
な
る
場
合
で
も
共
住
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
中
国
の
巡
礼
僧
た
ち
が
イ
ン
ド
を
旅
し
た
当
時
に
は
、
大
乗
仏
教
や
さ
ま
ざ
ま
な
部
派
の
仏

教
が
行
わ
れ
て
い
て
、
大
乗
仏
教
は
い
ず
れ
か
の
律
蔵
を
拠
り
所
と
し
て
い
た
が
、
部
派
が
独
自
の
律
蔵
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
わ
ざ
わ

い
な
か
ろ
う
。
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ざ
他
の
部
派
の
律
蔵
を
所
依
と
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
律
蔵
を
保
持
し
て
い
た
部
派
は
、
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
律
蔵
に
し
た
が
っ
て
生
活
し
教
団
を
運
営
し
て
い
た
と
考
え
て
お
く
だ
け
で
充
分
で
あ
ろ
う
。

（
⑫
）
大
正
五
一
頁
八
六
五
下

（
旧
）
平
川
彰
「
律
蔵
の
研
究
」
山
喜
房
仏
書
林
昭
和
三
五
年
九
月
一
二
一
頁
～
一
二
八
頁

（
且
）
『
西
域
記
』
巻
一
一
一
大
正
五
一
頁
八
八
二
中
、
『
慈
恩
伝
』
巻
二
大
正
五
○
頁
二
三
○
中

（
巧
）
大
正
五
五
二
○
頁
上
～
二
一
頁
中
。
迦
葉
維
律
に
つ
い
て
は
「
出
三
蔵
記
集
」
に
し
か
記
述
が
な
い
。
大
正
目
録
部
の
索
引
。
た
だ
し
彦
慌
の

う
か
。
今
ま
で
説
一
切
有
部
と
か
法
蔵
部
と
い
う
の
は
経
を
も
っ
て
表
わ
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
律
蔵
を
も
っ
て
表
わ
せ
ば
「
＋
調
」
・
「
四
分
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
こ
の
こ
と
は
、
『
出
三
蔵
記
集
』
が
五
部
の
律
蔵
と
十
八
の
部
派
分
裂
を
関
連
し
て
述
べ
て
い
る

と
こ
ろ
に
も
窺
わ
れ
る
。
大
正
五
五
頁
一
九
下
～
二
○
上
。

（
６
）
巻
一
大
正
五
四
頁
二
○
五
中

（
７
）
巻
一
大
正
五
四
頁
二
○
五
上
～
中

（
８
）
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
第
二
四
冊
「
遊
方
伝
叢
書
第
二
」
一
四
頁
下

（
９
）
『
寄
帰
伝
」
巻
一
大
正
五
四
頁
二
○
五
中
。
師
子
洲
に
つ
い
て
述
べ
る
文
中
の
「
斥
」
に
つ
い
て
宋
本
は
「
片
」
と
す
る
。

（
Ⅲ
）
巻
一
大
正
五
四
頁
二
○
五
中

（
、
）
大
正
五
一
頁
八
六
四
中

グー、グー、グー、〆￣、〆■、

５４３２１
■＝’、-プ、＝〆、写〆出､〆

僧
祇
を
旧
よ
り
兼
ね
た
り
。
江
南
嶺
表
は
有
部
先
に
盛
ん
な
り
」
と
イ
ン
ド
や
南
海
各
洲
、

Ｊ
）
巻
一
大
正
五
四
二
○
五
頁
上
。
こ
こ
で
は
四
部
や
五
部
は
律
蔵
で
は
な
く
、
部
派
そ
の
も
の
の
系
統
と
解
鯨
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
「
持
律
大
将
部
今
ぺ
為
十
八
之
殊
」
と
い
う
文
章
か
ら
議
論
は
始
ま
る
わ
け
で
あ
り
、
「
寄
帰
伝
」
の
主
題
と
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
れ
ば
、

単
に
部
派
名
に
よ
る
と
こ
ろ
も
実
は
そ
れ
は
、
部
派
所
伝
の
律
蔵
を
意
味
し
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
後
に
「
関
中
の
渚
処
は

論
・
四
分
を
云
う
は
多
く
是
れ
其
の
経
を
取
り
、
來
（
か
）
ね
て
以
て
題
目
と
す
る
な
り
「

六
五
頁

巻
一

大
正
五
一
頁
八
六
四
中

第
二
二
巻
平
凡
社
昭
和
四
六
年
一

巻
二
大
正
五
一
頁
八
七
七
上

一
月
四
二
○
頁

」
と
す
る
と
こ
ろ
に
も
現
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
る

す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
後
に
「
関
中
の
諸
処
は
ｌ

そ
し
て
中
国
の
状
況
を
紹
介
し
て
、
最
後
に
「
而
し
て
十
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〆■、〆へ〆■、

１８１７１６
、-／、－、－〆

（
⑬
）
巻
二
大

（
別
）
巻
一
大

れ
ば
、
「
同
宿
」

’
三
頁
上
～
下

（
皿
）
『
解
績
紗
』
も
こ
う
解
釈
し
て
い
る
。
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
第
二
四
冊
一
三
頁
上
～
下

（
皿
）
巻
一
大
正
五
四
頁
二
○
五
中
～
下

（
羽
）
巻
一
大
正
五
四
頁
二
○
六
中
～
下
こ
こ
に
い
う
意
は
、
根
本
説
一
切
有
部
律
か
ら
三
つ
の
律
が
分
か
れ
た
が
、
こ
れ
ら
が
全
イ
ン
ド
に
並

び
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
根
本
説
一
切
有
部
律
は
十
調
律
に
相
似
す
る
が
、
全
イ
ン
ド
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は
十
調

律
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
別
）
『
解
繍
妙
』
二
八
頁
上

〆■、〆■、

２５２４
、－〆、-〆

（
邪
）
先
に
は
省
略
し
た
が
、
『
南
海
寄
帰
伝
」
に
墜
里
奥
（
河
南
省
）
に
法
護
部
が
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。

（
Ⅳ
）
イ
ン
ド
碑
銘
に
よ
る
部
派
の
状
況
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
「
静
谷
目
録
」
を
も
と
に
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
地
域
割

に
つ
い
て
は
「
酉
域
記
」
に
従
っ
た
。
な
お
、
本
「
碑
銘
目
録
」
は
グ
プ
タ
以
前
と
、
グ
プ
タ
時
代
、
パ
ー
ラ
時
代
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
グ
プ
タ
時

代
、
パ
ー
ラ
時
代
の
碑
銘
の
数
は
す
ぐ
な
い
。
し
か
し
旅
行
記
の
時
代
は
ほ
ぼ
、
グ
プ
タ
時
代
に
相
応
す
る
の
で
、
資
料
も
一
応
示
し
て
お
い
た
（
内

数
）
。
な
お
本
表
の
数
字
は
「
静
谷
目
録
」
に
基
づ
い
た
部
派
の
名
が
上
が
る
碑
銘
の
数
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
遺
跡
に
お
い
て
、
複
数
の
碑
銘
が
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
そ
の
総
数
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
が
部
派
の
勢
力
を
正
確
に
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
著
者
が
？

を
付
け
る
も
の
も
、
さ
ら
に
筆
者
の
判
断
で
そ
う
読
む
べ
き
だ
と
判
断
し
た
も
の
も
含
む
。
静
谷
正
雄
『
イ
ン
ド
仏
教
碑
銘
目
録
』
平
楽
●
寺
書
店
一

九
七
九
年
四
月

「
衆
経
目
録
」
な
ど
に
「
解
脱
戒
本
」
｜
巻
樫
墨
流
支
訳
な
る
も
の
が
「
出
迦
葉
毘
律
」
と
さ
れ
て
い
る
。
大
正
五
五
頁
一
四
○
上
。
「
迦
葉
毘
律
」

か
ら
抜
き
出
し
た
戒
本
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
飲
光
部
の
律
の
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

ｕ
）
『
西
域
記
』
巻
一
二
大
正
五
一
頁
九
四
六
下
、
「
慈
恩
伝
』
巻
六
大
正
五
○
頁
二
五
二
下

型
）
大
正
二
四
頁
六
六
五
中
以
下
。
「
開
元
釈
教
録
」
巻
七
、
大
正
五
五
、
頁
五
四
五
下
、
「
貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
巻
一
一
、
大
正
五
五
、
頁
八
五

八
下
参
照
。
高
僧
伝
や
、
目
録
部
の
索
引
、
チ
ベ
ッ
ト
蔵
経
目
録
な
ど
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

ご
巻
二
大
正
五
一
頁
八
七
六
中

印
）
巻
一
大
正
五
四
頁
二
○
五
上
。
「
下
桾
を
箸
す
る
」
云
々
は
「
十
衣
食
所
須
」
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
二
一
四
頁
上
。
『
解
綴
妙
』
に
よ

れ
ば
、
「
同
宿
」
は
比
丘
で
な
い
者
と
の
同
宿
の
作
法
で
あ
り
、
「
受
食
」
は
「
受
不
食
学
処
所
制
」
と
い
う
。
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
第
二
四
冊

二
○
頁
上

三
五
七
頁

7９
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以
上
中
国
僧
の
「
イ
ン
ド
旅
行
記
」
か
ら
、
西
暦
四
百
年
か
ら
七
百
年
ま
で
の
約
三
○
○
年
間
ほ
ど
の
イ
ン
ド
の
戒
律
の
状
況
を
調
査

し
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
以
下
の
こ
と
が
結
論
と
し
て
導
か
れ
る
。

Ⅲ
法
顕
。
義
淨
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
玄
美
や
そ
の
他
の
イ
ン
ド
求
法
僧
た
ち
は
戒
律
に
対
し
て
敬
虐
な
態
度
と
、
豊
富
な
知
識

を
有
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
彼
等
の
「
イ
ン
ド
旅
行
記
」
に
記
録
さ
れ
た
戒
律
に
関
す
る
情
報
は
充
分
に
信
頼
す
る
に
足
る
。

②
当
時
の
イ
ン
ド
の
仏
教
僧
た
ち
は
ご
く
少
数
の
例
外
を
除
い
て
、
厳
密
に
律
蔵
に
し
た
が
っ
て
僧
伽
を
運
営
し
、
日
常
の
生
活

佃
当
時
イ
ン
ド
・
南
海
諸
洲
に
は
説
一
切
有
部
・
根
本
説
一
切
有
部
・
正
量
部
。
（
南
方
）
上
座
部
・
大
衆
部
・
説
出
世
部
・
法
蔵

部
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
派
は
そ
の
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
律
、
す
な
わ
ち
「
十
調
律
」
「
根
本
説
一
切
有
部
律
」
「
正

量
部
律
（
現
存
し
な
い
）
」
「
パ
ー
リ
律
」
「
摩
訶
僧
祇
律
」
「
説
出
世
部
律
（
現
存
し
な
い
と
「
四
分
律
」
な
ど
を
持
っ
て
い
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
い
た
。
な
お
こ
の
外
に
も
「
五
分
律
」
「
飲
光
部
律
（
現
存
し
な
い
）
」
が
あ
っ
た
。

Ⅲ
そ
れ
ぞ
れ
の
「
律
蔵
」
の
規
定
に
は
「
小
異
」
が
あ
る
が
、
当
時
の
部
派
教
徒
は
む
し
ろ
「
大
同
」
に
つ
い
て
、
律
蔵
の
違
い

を
そ
れ
ほ
ど
重
大
な
も
の
と
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

⑤
大
乗
仏
教
の
僧
た
ち
も
い
ず
れ
か
の
部
派
の
律
蔵
に
し
た
が
っ
て
僧
伽
を
運
営
し
、
生
活
し
て
い
た
。

川
大
乗
仏
教
徒
た
ち
は
肉
食
を
禁
ず
る
な
ど
、
大
乗
戒
も
併
せ
守
っ
て
い
た
。

を
営
ん
で
い
た
。

結
語

８１


